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SWITCH to HOPE

社会の課題を
みんなの希望へ変えていく



カ国13
社/事業51
億円（FY23f）85



ボーダレスの仲間たち



51番目の事業



ブレイクスルーポイント
BREAKTHROUGH POINTS



T

BEP

インパクト（量・質）共に
拡がったら良いけれど...

I



I

T

BEP
BTP01

そもそも立ち上がらない…



T

BEP
BTP02

少し売れているけど
黒字に到達できない…

※売上＝運営に必要な資金

I



T

BEP

BTP03

黒字赤字を
行ったり来たり…

※黒字：運営資金＞運営コスト、赤字：運営資金＜運営コスト

I
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BEP

BTP04

インパクトが
拡がらない…

I



T

BEP

４つのブレイクスルーポイント

BTP01
BTP02

BTP03

BTP04

I



熱量創出の源泉
～起業家の意志～

BTP
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利己vs利他vs利社
 真の目的はどこにある？

自己 他者 社会

インパクトスケール

他者評価を
必要とする人

相手の変化が
見える必要がある人

社会の理想像を
追究する人

小 大

目的設定
社会哲学を醸成

目的を拡張・深化する環境



利己性（対自己）

利他性（対他者/社会）

＜人間成長 ≠ スキル成長＞

“ありがとう”要求型

“やりたい”追究型“すごいね”要求型

“理想”追究型

サイズ：モチベーション総量

外発的
（求める）

内発的
（究める）



利己性（対自己）

利他性（対他者/社会）

＜人間成長 ≠ スキル成長＞

“ありがとう”要求型

“やりたい”追究型“すごいね”要求型

“理想”追究型

サイズ：モチベーション総量

外発的
（求める）

内発的
（究める）



利己性（対自己）

利他性（対他者/社会）

＜人間成長 ≠ スキル成長＞

サイズ：モチベーション総量

cf)他者との比較/自己否定

cf)人生の目的/自己肯定

依存

自立自走

外発的
（求める）

内発的
（究める）



外発的
（求める）

利己性（対自己）

利他性（対他者/社会）

内発的
（究める）

＜人間成長 ≠ スキル成長＞

サイズ：モチベーション総量

失敗

自己決定

仲間の助け

成功
自己受容

自信
（自分を信じる）

“理想”
追究

目的化
行動



Social Impact First
熱量と実行力



価値創出の源泉
～プロダクトエッジ～

BTP
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価値価値

プロダクトエッジ

パートナー 自社 顧客

個々の価値創出最大化

強みの最大発揮

cf) 顧客起点＝市場サイズ視点
環境問題/生命科学.etc

大きな投資規模
お金の払える人が対象

プロダクト＝価値提供の手段
顧客価値の洞察と独自価値のフィッティング



マーケティングの基本型
顧客・価値・プロダクト

01 02 03

誰を顧客に設定す
るか。具体的な人
物を探し出す。

誰に？
［顧客ターゲット］

何を？
［顧客価値］

どうやって？
［プロダクト］

本人は何を望んで
いるか。何に困っ
ているか。ホンネ
を抉り出す。

顧客価値を実現す
る商品・サービス
をつくり出す。

※目的が社会課題の解決からズレないように注意



Reality & Insight
顧客マインド



利益創出の源泉
～プロフィットモデル～

BTP
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プロフィットモデル
ビジネスモデル上に

利益を生み出す「仕組み」をつくる

売上 費用

利益

利益の最大化

※目的が社会課題の解決からズレないように注意



プロフィットモデル
ビジネスモデル上に

利益を生み出す「仕組み」をつくる

売上
費用

利益

集客費

その他

人件費

原価
（含直接労務費）

C1 低原価型

C2 低人件費型
C3 低採用費型
C4 低教育費型

C5 低集客費型

S1 高LTV型
S2 高顧単型

仕組みの量
||

高利益率

顧単：顧客単価



T

BEP
BTP01

BTP02

BTP03

BTP04

I タイムリミット:最長1年半
標準1年以内



Business Skills
仕組み化



仮説検証量の担保

スピード
×
精度

↑

仕事の技術

投下資源量

資金
×
仲間

↑

期限とマインド



社会普及の源泉
～理想の解像度～

BTP
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事業リーダー
||

社会のプロデューサー



社会への感度・感覚・感性

常識・先入観への挑戦

理想の社会像



事業リーダー “助け合い”の輪を拡げる
”目的”を”共有する”

（目的：未来の景色［理想像］を描き、具体的に伝える）
社会の
プロデューサー



みんなでチカラを合わせて
”価値を生み出す”

（方法：仲間を巻き込み、各々のチカラを最大限活かす）
社会の
プロデューサー

事業リーダー



生み出した”ベネフィット”と
”プロフィット”を”共有分配する”

（結果：社会哲学をもとに共有分配方法を定める）
社会の
プロデューサー

事業リーダー



すべての生き物が幸せに生きるため
”自然環境と共生する”

（前提：自然環境との共存を優先し実践する）
社会の
プロデューサー

事業リーダー



さいごに



事業リーダーの意志と努力



事業リーダーの意志
支援ではなく
機会提供



SWITCH to HOPE

社会の課題を
みんなの希望に変えていく
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